





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































集』や、 『扶桑会雑記』に詳しいが、それによると、白楽天の詩や蘇東坡の詩の講義を受けたことが記録され また、言道はここで知遇を得て来賓扱いになったとある。言道の淡窓への入門 目的や彼の受けた影響については、様々な言及がある
四
が、やはり、言道は漢詩
















袁枚著の『随園詩話 の影響も考えたい。 歌論 形態は、中国の詩話に学んだものであろうことは、既に種々論じられており
七
、







































































































































































































































































































































 彼は、 明時代の異端邪説の人として、 或いは、 妖人として、 「李贄」






















な現象に気づく。もともとは「憤り」で っ ものが、 「作者個人の内面からあふれ出す情感」となり、 「個人の内面的感情の放出」へとつながっていく「ほとばしり出る心」は、詩壇のみにとどまらず、当然ながら、和文、和学、和歌にお てもそうであった
一二
。景樹の














ら多大な影響を受けたことは間違いない。 『こぞのちり』や『ひとりごち』の理念が、凡そ先人の研究の上に構築された思想であったにせよ、言道 特記すべき点は、それらを十分に咀嚼し、自分 置かれた立場からの歌論の発信 していることであ 。
 
『古今集』仮名序の精神を摂取 、 「心の種」の精神に裏付けられ















あった点である。つまり、言道の言道たる新しさは、古典に裏付けされた歌論とともに、実作において、古今集の時代に即した現代版であり、言道の時代に於いては、感動の有りどころも変わり 新体は、異体となるかもしれないが、心 ずるままに詠ずること 古今集の精神と等しいと考えられた
 
その結果、心のつぶやきのままの歌は異体であり、新体であり
斬新であり得た。そうするこ によって、言道 魂のこもっていない木偶歌から離脱し、心を今の言葉に乗せて ようやく、自分の歌に個性を獲得することが きたのである。そし 自分 生きた時代を捉え、そこに十分に心を働かせて独自の感性を発揮していった。
 
言道が具象を好み眼前の観察力にすぐれ、物事をまっすぐに見る


























































































































































さいもの、壊れやすい、儚いものへの慈しみが、なにげない日常の中での出来事として表現されて る ７３番歌は、中国の荘子の「胡蝶の夢」を下敷きに 、散る花びらを追っているのは、蝶な か、蝶が花びらな かと幻想的な仕上がりとなって ９４番歌も子供たちによく見る光景である。子供の手から逃れた蝶の羽は破れてしまっている、それでも飛ぼうとする力なき弱者に心を寄せている。１０４番歌も同様に、窓 ら入ってきた蝶 ために出口 開けてい のに、それをわからずにいるよ、 誰でも体験したこと あるであろうことをありのままに歌 す 。
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大隈言道研究 第Ⅵ部 （進藤 康子） 
 
１５２番歌「いもが背にねぶるわらはのうつゝなき」で、子供が
背に負われてぐっすり眠っている姿があり、 「手にさへめぐる風車かな」で、その手には、今まで遊んでいた風車が相変わらず回っているよと、普段の日常をそのま 素直に詠んでいて、小さい子供への眼差しの温かさと、庶民の生活感がそのまま伝わっ くる。
 
２６４、２６５番歌の擬人法は、発想の面白さがあり、読む者の
共感を誘う。自分は寂しくて、ひとり孤独に手を組んでいるのに、ふと足元 見ると、小さな草でさえ、なんとその に露を抱えて煌めいて友がいるよ に見えると詠んでいる。２６５番歌は影法師に話しかけ いる。寂しいから、後ろにいな で、僕 横 居て一緒に月を見てくれよ、とつぶやく。ふ 思った瞬間を捉え、純粋な感性でその心の動きを言葉にしていく。
 
３４５、５９１番歌は、いとま（暇）や、静かに流れる時を歌っ
たものだが、 「なにをするいとまもなし」と老人らし 「侘び」を言い、 また、 「松のみ一おちし夕ぐれ」 では、 今日の出来事と ったら、松の実がひとつ落ちたことだけだった で、会話でもしてるかのような自然で平易 つぶやきである。
 
７８７、９６８番歌は、 「世の中のはしたものなるわが身」と自分










情を大切にして実作しているこ 判った。その感性や発想のおもしろさは、群を抜き、景樹や務を肯定しつつも、彼ら 歌とは趣きを異にし、独自の歌語の世界を更に押し進めた。言葉 平易な親しみやすさと、小さな者への慈しみ、ささやかなことへの観察力 するどさが、後世の人々をも魅了した。言道は、情景を切り取り、瞬時に言葉に置き換え スケッチするが如く 葉 色を載せていくこれは、幕末という時代に生き しかも、博多という地方の土壌が育んだものであった。そして これら ことから、 景樹らの歌をうまく咀嚼し、更に 心の発露 求め、そ 表現 、俗語や平語も使用すること より、歌の世界を自在に広げ ことを可能した逸材 人だったことがわかる。
 
『こぞのちり』 『ひとりごち』の特徴を検討することにより、言道



























し、幕末の政治的動乱とは 程よい距離を取りながら、まさに、新しい大きな時代のうねりに乗って、他と共に押し上がった。景樹などの歌論を援用し、或いは、直接取り入 ながら、 捨選択し 自己の個性を見つめ、豊かな情感 真情の発露を見つめ 天保に生きる歌人としての意気込みを歌論に示した。
 
そして、それを実際に実践に移し 「をさなき」心を解き放つため















大隈言道研究 第Ⅵ部 （進藤 康子） 
 
１５２番歌「いもが背にねぶるわらはのうつゝなき」で、子供が
背に負われてぐっすり眠っている姿があり、 「手にさへめぐる風車かな」で、その手には、今まで遊んでいた風車が相変わらず回っているよと、普段の日常をそのま 素直に詠んでいて、小さい子供への眼差しの温かさと、庶民の生活感がそのまま伝わっ くる。
 
２６４、２６５番歌の擬人法は、発想の面白さがあり、読む者の
共感を誘う。自分は寂しくて、ひとり孤独に手を組んでいるのに、ふと足元 見ると、小さな草でさえ、なんとその に露を抱えて煌めいて友がいるよ に見えると詠んでいる。２６５番歌は影法師に話しかけ いる。寂しいから、後ろにいな で、僕 横 居て一緒に月を見てくれよ、とつぶやく。ふ 思った瞬間を捉え、純粋な感性でその心の動きを言葉にしていく。
 
３４５、５９１番歌は、いとま（暇）や、静かに流れる時を歌っ
たものだが、 「なにをするいとまもなし」と老人らし 「侘び」を言い、 また、 「松のみ一おちし夕ぐれ」 では、 今日の出来事と ったら、松の実がひとつ落ちたことだけだった で、会話でもしてるかのような自然で平易 つぶやきである。
 
７８７、９６８番歌は、 「世の中のはしたものなるわが身」と自分










情を大切にして実作しているこ 判った。その感性や発想のおもしろさは、群を抜き、景樹や務を肯定しつつも、彼ら 歌とは趣きを異にし、独自の歌語の世界を更に押し進めた。言葉 平易な親しみやすさと、小さな者への慈しみ、ささやかなことへの観察力 するどさが、後世の人々をも魅了した。言道は、情景を切り取り、瞬時に言葉に置き換え スケッチするが如く 葉 色を載せていくこれは、幕末という時代に生き しかも、博多という地方の土壌が育んだものであった。そして これら ことから、 景樹らの歌をうまく咀嚼し、更に 心の発露 求め、そ 表現 、俗語や平語も使用すること より、歌の世界を自在に広げ ことを可能した逸材 人だったことがわかる。
 
『こぞのちり』 『ひとりごち』の特徴を検討することにより、言道















     注
 
                                        
         
 
⼀)言道は、 『ひとりごち』二十六節で「心を種とする事を忘れじ」 「古
今の序、心に思ふことを、見るもの聞くものにつけていひ出せるないとへり。 心と目と耳となり」 と五感を使って歌を詠じる事を繰り返し述べ、最終章では「古今集をよくよく見て知るべし」 、最後の最後まで記置いている 言道に っての若い四十代当時の揺るがぬ古典解釈の提示そのものであったことをことさら印象づけている。
 
⼆)広瀬淡窓（天明二～安政三） 、江戸時代後期の儒学者。漢詩人。日田
に、私塾「咸宜園」を創設。福岡の亀井南冥門下。 『淡窓詩話』など。弟は、旭荘。大阪 活躍した 言道 入門は、天保十年四月十日 言道四十二歳の時。
 
三)野村もと（望東尼） 文化三 慶応 幕末の女流歌人。夫貞貫と





























属する。 『焚書』 『続焚書』 『蔵書』 『李氏文集』などがある。
 
●)中野三敏は、 『戯作研究』 （中央公論社、一九八一年）の中で、今ま
では、儒教道徳擁護の めの 既成道徳、既成倫理 中での「憤り」でしかなかったものが、次に、作者個
人の内面からあふれ出す情感として







人。大隈言道とも交流 あ 号 橿園 長崎で活動した。国学を長瀬真幸に学び、本居大平には、歌稿の添削を仰いだ。
 
（十四）
十十一十二十三十四
－ 25 －
大隈言道研究　Ⅵ歌論　『ひとりごち』 『こぞのちり』　―言道の修学過程　 （下）　（進藤康子）
